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◇産業保健研修会について

◇いろいろなお知らせ
１．地域産業保健センターのご案内
２．「自然災害又は大規模な事故等による災害被災者のための心と健康の
　　　相談ダイヤル」を設置
３．「さんぽセンターWebひろば」
４．くまもと健康づくり県民横丁（２月９日開催）に出展します！

◇主な行政・関連機関等の動き
【厚生労働省】
１．労働政策審議会建議「女性活躍の更なる推進及び職場におけるハラスメント
　　防止対策の強化について」を公表
２．労働政策審議会建議「今後の労働安全衛生対策について」を公表
３．令和７年度全国安全週間のスローガンを募集します
４．（再掲）「化学物質管理強調月間」（２月）を初めて実施します

【熊本労働局】
１．雇用環境・均等関係の周知資料（１月分）

【熊本県】
１．熊本県健康づくり県民運動について

【日本ボイラ協会熊本支部】
１．工作物石綿事前調査者講習のご案内（令和６年度）

【日本医師会（再掲）】
１．認定産業医制度におけるコロナ特例の終了について（2028年3月末）

◇コラム「1センチ」

◇編集後記

――――――――――――――――――――――――――――――――――――

◇ ━━━━━━━━━━━
　産業保健研修会について
━━━━━━━━━━━━━━

随時更新しておりますので、最新の情報は、ホームページを
ご確認ください。



日程変更・時間変更となった研修会がありますので、ご注意ください。

令和６年度産業保健研修会（詳細・お申込み）
https://kumamotos.johas.go.jp/useful.shtml#20180704004444

産業保健スタッフ(産業医・保健師・看護師・衛生管理等)のみならず、
労働者・事業主或いは、産業保健に関して興味をお持ちの多くの皆さ
まのご参加をお待ちしてます。

オンラインでの研修も予定しておりますが、オンラインで参加が難し
い方はご相談ください。

※研修会ご参加時の留意事項について
https://kumamotos.johas.go.jp/documents/caution.pdf

◆◆◆━━━━━━━━━━━━━
◆◆　～２月・３月の研修予定～ 　
◆━━━━━━━━━━━━━━━━━

～・～・～・～・～
<<オンライン研修>>
（※日本医師会認定の単位付与研修ではありません。）

--------------------------------------------------------
日　時:２月７日(金)15:00～16:30
（当初の時間から変更しておりますので、ご注意ください）
研修テーマ:健康経営とコラボヘルスの実際　
講　師:大森久光
-------------------------------------------------------
日　時:２月13日(木)14:00～16:00
研修テーマ:生活習慣改善の指導で役に立つ便秘になりにくい
　　　　　食事について
講　師:藤井しのぶ
-------------------------------------------------------
日　時:２月19日(水)14:00～15:30
研修テーマ:事業場におけるハラスメント対策
講　師:荒木亮子
-------------------------------------------------------
日　時:２月27日(木)14:00～15:30
 (２月６日から日程変更しています）

研修テーマ:職場における目の健康課題とその対策
　　　　　　～目の不調とプレゼンティーズム～
講　師:宮崎隆一
--------------------------------------------------------
日　時:３月５日(水)14:00～15:30
研修テーマ:（１）働く女性が活躍できる就業環境を整備するための法的側面 
　　　　　 （２）働く女性の健康支援　
講　師:（１）熊本労働局雇用環境・均等室（２）尾池千賀子
-------------------------------------------------------
日　時:３月７日(金)14:00～15:30
研修テーマ:中小企業における嘱託産業医の活用　
講　師:野波善郎
-------------------------------------------------------

～・～・～・～・～



＜認定産業医対象研修＞
※日本医師会認定産業医生涯研修対象の研修として申請して
　おります。
※当センターでの研修は新規に産業医になるための基礎研修
　の単位取得はできません。
※ホームページでは、研修名にハートの記号が付いている研
　修となります。

-----------------------------------------------
日　時:２月14日(金)18:30～20:30
会　場:熊本産保センター　会議室
研修テーマ: 「関わる編」を受講された方を対象
　　　　　 動機付け面接技法を学ぼう（引き出す編）
　　　　　【産医単位：実地2】
講　師:倉本剛史
-----------------------------------------------
日　時:２月21日(金)14:00～16:00
会　場:熊本産保センター　会議室
研修テーマ: アンガーマネジメント活用術
            ～睡眠ガイド2023のポイント～
    【産医単位：専門2】　
講　師:堀口真愛
-----------------------------------------------
【山鹿市開催】
日　時:３月６日(木)19:00～21:00
会　場:鹿本医師会館　講堂
　　　（熊本県山鹿市山鹿332-１）
研修テーマ:１）労働災害の現状及び労働行政の動向について
　　　　　　【産医単位：更新１】
　　　　 　２）化学物質の自主的管理について
　　　　　　【産医単位：専門１】　
講　師:１）菊池労働基準監督署
　　 　２）熊本産業保健総合支援センター
-----------------------------------------------
日　時:３月18日(火)18:30～20:30
会　場:熊本産保センター　会議室
研修テーマ: 心の健康問題により休業した労働者の
　　　　　　職場復帰支援のイロハ
    【産医単位：実地2】　
講　師:尾池千賀子
-----------------------------------------------

お申し込みは以下のアドレスから
https://www.kumamotos.johas.go.jp/useful.shtml#20180704004444

～・～・～・～・～～・～・～・～・～～・～・～・～・～～・～

◇ ━━━━━━━━━━━━━━━━
　いろいろなお知らせ
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
１．地域産業保健センターのご案内
  　   地域窓口（地域産業保健センター）は、労働者数50人未満の
　　小規模事業場の事業者や労働者に対して、次の事業を原則として
　　無料で提供しています。

　　※地域産業保健センターをご利用できない場合は、本社・支店等
　　　の産業医お近くの医療機関、健診機関、当センターホームペー



　　　ジに掲載している産業医の先生方にご相談し、ご協力が得られ
　　　ないかご確認ください。

　　(1)労働者の健康管理（メンタルヘルスを含む）に係る相談
　　(2)健康診断の結果についての医師からの意見聴取
　　(3)ストレスチェックに係る高ストレス者や長時間労働者に対する
　　　　面接指導
　　(4)個別訪問による産業保健指導の実施
　　(5)その他　労働者の健康管理や産業保健に関するご相談を受け付
　　　　けています。

　 https://www.kumamotos.johas.go.jp/areamed.shtml

　・阿蘇地域産業保健センター
　　Tel 0967-34-1177  Fax 0967-34-1619
　・有明地域産業保健センター
　　Tel 0968-72-3050  Fax 0968-82-8844
　・天草地域産業保健センター
　　Tel 0969-25-1236  Fax 0969-24-4126
　・菊池鹿本地域産業保健センター
　　Tel 0968-23-1210  Fax 0968-23-1211
　・熊本地域産業保健センター
　　Tel 096-366-6788　Fax 096-366-6788
　・人吉球磨地域産業保健センター
　　Tel 0966-22-3059  Fax 0966-22-3059
　・八代水俣地域産業保健センター
　　Tel 0965-39-9531  Fax 0965-39-9532

２．「自然災害又は大規模な事故等による災害被災者のための心と健康の
　　　相談ダイヤル」

　　　令和６年能登半島地震に伴う災害により被災された方からの相談の
　　　受付を始めました

　　　労働者健康安全機構では、自然災害又は大規模な事故等により被災
　　　された方々（事業者、労働者及びその家族等）に対するメンタルヘ
　　　ルス及び健康に関する相談に応じるため、相談ダイヤルを設置して
　　　います。
　　
　　　https://kumamotos.johas.go.jp/contents/news/20230606114132.html

３．「さんぽセンターWebひろば」
　　皆藤愛子さんが、「さんぽセンター」の取組についてご案内しております。

　　https://www.johas.go.jp/Portals/0/sanpocenter/webhiroba.html

４．くまもと健康づくり県民横丁（２月９日開催）に出展します！

　　　今回初開催となる「くまもと健康づくり県民横丁」に、熊本産業保健総合
　支援センター（くまもとさんぽ）として、ブースを出展します。

　ぜひ、お気軽にお立ち寄りください。

　日時：令和７年２月９日（日）　10：30～17：00
　会場：下通アーケード
　　　　※くまもとさんぽのブースは、市電通町筋近く「ドトールコーヒーショップ
　　　　　熊本下通り店」様の前辺りになります。　　　 



　くまもと健康づくり県民横丁とは・・・
　　　熊本県が取り組む「健康づくり県民運動」の一環で今年初開催。県民の健康
　　づくりをサポートする企業・団体がブースを出展し、健康づくりに役立つ情報
　　を発信します。
　
　また、同日に「くまもと健康づくり県民フォーラム2024」がくまもと県民交流館
　パレアで開催されます。

　https://kumamotos.johas.go.jp/contents/news/20250121091242.html

◇━━━━━━━━━━━
　主な行政・関連機関等の動き
━━━━━━━━━━━━━━━━━
【厚生労働省】
１．労働政策審議会建議「女性活躍の更なる推進及び職場におけるハラスメント
　　防止対策の強化について」を公表

　　厚生労働省の労働政策審議会（会長：清家　篤　日本赤十字社社長、慶應
　義塾学事顧問）は、本年９月から、同審議会の雇用環境・均等分科会（分科
　会長：奥宮　京子　弁護士）において、７回にわたり議論を重ねてきた結果、
　12月26日（木）、厚生労働大臣に対し、女性活躍の更なる推進及び職場にお
　けるハラスメント防止対策の強化について建議を行い、公表されました。

　https://kumamotos.johas.go.jp/contents/news/20241227110335.html

２．労働政策審議会建議「今後の労働安全衛生対策について」を公表

　　厚生労働省の労働政策審議会では、昨年４月から、同審議会の安全衛生分
　科会において、11階にわたり議論を重ねてきた結果、令和７円１月17日（金）、
　厚生労働大臣に対し、今後の労働安瀬衛生対策について建議を行われ、公表
　されました。

　　厚生労働省では、この建議の内容を踏まえて法律案要綱を作成し、労働政
　策審議会に諮問される予定です。

　【対策のポイント】
　１．個人事業者等に対する安全衛生対策の推進
　２．職場のメンタルヘルス対策の推進
　３．化学物質による健康障害防止対策等の推進
　４．機械等による労働災害の防止の促進等
　５．高年齢労働者の労働災害防止の推進
　６．一般健康診断の検査項目等の検討
　７．治療と仕事の両立支援対策の推進

　https://kumamotos.johas.go.jp/contents/news/20250120083351.html

３．令和７年度全国安全週間のスローガンを募集します
　
　　厚生労働省では、令和７年度全国安全週間のスローガンを募集しています。
　応募締切は令和７年２月17日です。

　　厚生労働省と中央労働災害防止協会では、「産業界での自主的な労働災害
　防止活動を推進するとともに、広く一般の安全意識の高揚と安全活動の定借
　を図ること」を目的として、６月を準備月間、７月１日から７日を本週間と
　して、全国安全週間を実施されます。全国安全週間は、昭和３年に初めて実
　施されて以来、一度も中断されることなく続けられ、令和７年度で98回目を
　迎えます。今回募集するスローガンは、令和７年度全国安全週間の実施に当



　たって、各種の広報活動、週間行事の実施等の際に活用されます。

　https://kumamotos.johas.go.jp/contents/news/20250120085306.html

４．（再掲）「化学物質管理強調月間」（２月）を初めて実施します

　　令和６年度　「化学物質管理強調月間」スローガン
　　金賞「正しく理解　正しく管理　化学物質と向き合おう」

　　厚生労働省は令和７年２月１日から２月28日までの１か月間、「化学物質
　管理強調月間」を実施します。
　　職場において製造または取り扱われる化学物質は、数万程度存在すると言
　われています。そのうち、危険性・有害性を有する化学物質は約2,900程度
　あることがわかっています。厚生労働省では、化学物質による労働災害を防
　止するため、労働安全衛生法に基づく新たな化学物質規制を導入し、本年４
　月から施行しています。
　　「化学物質管理強調月間」は、職場における危険・有害な化学物質管理の
　重要性に関する意識の高揚を広く一般に図るとともに、化学物質管理活動の
　定着を図ることを目的としたもので、毎年２月に実施することとしており、
　今年度が初めてとなります。

　https://kumamotos.johas.go.jp/contents/news/20241202153517.html

【熊本労働局】
１．雇用環境・均等関係の周知資料（１月分）

　１月の雇用環境・均等関係等労働行政に係る資料が、熊本労働局の
　ホームページに掲載されました。

　https://kumamotos.johas.go.jp/contents/news/20241224154858.html

【熊本県】
１．熊本県健康づくり県民運動について
 
　　「はじめよう健康習慣！のばそう健康寿命！」
　　熊本県では、全ての県民が障害を通じて健やかで心豊かに生き生きとした
　生活を送ることができるよう、県民代表、関係機関・団体、学識経験者、行
　政などが一体となった「健康づくり県民運動」に取り組んでいます。

　【くまもと健康づくり県民フォーラム】
　【ブースイベント「くまもと健康づくり県民横丁2024」】
　が開催されます。

　https://kumamotos.johas.go.jp/contents/news/20250120164950.html

【日本ボイラ協会熊本支部】
１．工作物石綿事前調査者講習のご案内（令和６年度）

　　建築物、工作物、船舶の解体又は改修工事については、規模や請負金額
　に関わらず、工事対象となるすべての部材等に石綿が含まれていないか工
　事の前に調査を行う義務があります。（さらに、一定の規模・請負金額の
　工事にあっては、労働基準監督署への報告が必要となります。）

　　これまでは建築物等について、建築物石綿含有建材調査者の講習を修了
　し試験に合格した者にその調査を行わせることが義務付けられていますが、
　以下の特定工作物等については、2026年1月1日から「工作物石綿事前調査
　者」の講習修了者にその調査を行わせることが必要となります。



　事前調査結果等の報告対象（特定工作物等）
　・炉設備（反応槽、加熱炉、ボイラー・圧力容器、焼却設備）
　・電気設備（発電設備、配電設備、変動設備、送電設備）
　・配管及び貯蔵設備

　　一般社団法人日本ボイラ協会は、工作物石綿事前調査者講習の講習機関
　として東京労働局に登録（登録番号：石13-19）し、工作物石綿事前調査
　者を養成する講習を実施します。

　https://kumamotos.johas.go.jp/contents/news/20250109165425.html
 

【日本医師会（再掲）】
１．認定産業医制度におけるコロナ特例の終了について（2028年3月末）

　　（日本医師会のホームページより）
　　コロナ禍により有効期限内に更新必要単位が充足できなかった認定産業医
　（有効期限：2020年（令和2年）2月以降）につきましては、更新手続きの特
　例を設けておりましたが、研修会開催数や認定産業医の更新率が平常時に戻
　りつつあることから、日本医師会認定産業医制度運営委員会で慎重に議論を
　した結果、特例措置は2027（令和9）年度末（2028（令和10）年3 月末）を
　もって終了することといたしました（2028 年3 月末までに必要な単位を取
　得していること）。

　https://kumamotos.johas.go.jp/contents/news/20241213135648.html

◇━━━━━━━━━━━━━
　コラム「1センチ」
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
なぜか、ここ5年ほどの間に身長が1センチほど伸びました。 

なぜ？姿勢がよくなったから？それとも季節の影響？いや、人間ドックは
毎年同じ時期に受けているのでどうやら本当に伸びたようです。
　　　　　　　　　　　　

自分では気づいていませんでしたが「成長した」ということにちょっとだけ
うれしくなります。 

でも、これ以上伸びる必要はないので、「中身」の成長が必要ですね。5年
で1センチずつ心の大きい人間になれたら素敵ですね。 

　　　　　　　　　　　　熊本産業保健総合支援センター　職員
◇━━━━━━
　編集後記
━━━━━━━━━
　２月10日から運賃無料で熊本城周辺を自動運転バスが周回運行する予定
です。
　当センターの前も走行する予定ですが、近年の技術力の進化には驚かさ
れるばかりです。少子高齢化が進み、人材不足が顕著となっている時代に、
このような技術の導入は今後さらに加速していくことでしょう。
　AI技術も格段に進歩しており、産業保健の分野でもその活用が基本とな
る未来が待ち構えているかもしれません。
人間とともに、AI技術はじめテクノロジーの成長は日々積み重ねて成長し
ていってます。

■━■━■━■━■━■━■━■━■━■━■━■━■━■━■━■━■━■
編集内容等に関するご意見・お問合せなどをお寄せください。



またメールアドレスの変更の場合は件名に[メルマガアドレス変更希望]、
配信停止希望の場合は、[メルマガ配信停止希望]等ご記入の上
ksanpo43@kumamotos.johas.go.jpへお願いします。
+☆+★+☆+★+☆+★+☆+★+☆+★+☆+★+☆+★+☆+★+☆+★+☆+★+☆+★+☆

独立行政法人 労働者健康安全機構 熊本産業保健総合支援センター
【くまもとさんぽセンター】

〒860-0806  熊本市中央区花畑町9-24  住友生命熊本ビル3階
TEL:096-353-5480 FAX:096-359-6506
https://www.kumamotos.johas.go.jp/
E-Mail:ksanpo43@kumamotos.johas.go.jp

+☆+★+☆+★+☆+★+☆+★+☆+★+☆+★+☆+★+☆+★+☆+★+☆+★+☆+★+☆


